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キャリア5G / ローカル5G

https://www.soumu.go.jp/main_content/000838792.pdf
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地域BWA / 自営等BWA

https://www.soumu.go.jp/main_content/000838792.pdf
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LPWA

https://www.soumu.go.jp/main_content/000838792.pdf
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LPWA

https://www.soumu.go.jp/main_content/000838792.pdf
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Wi-Fi

https://www.soumu.go.jp/main_content/000838792.pdf
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RTK-GNSS

https://www.soumu.go.jp/main_content/000838792.pdf
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単一用途から多面的用途へ

B社
スマート農業
（施設園芸）

C社
スマート農業
（露地・果樹）

D社
鳥獣害対策
（罠監視）

E社
防災・減災
（水監視）

A社
スマート農業
（水稲）

水位

水温

ハウス内
気温・湿度

地温

日射量

CO2濃度

土壌水分度

EC

外気温

地温

日射量

降水量

土壌水分度

罠動作

水位

単一用途での使用
～従来のスマート農業農村の方式～

多用途での活用
～IIJが考える方式～

スマート農業
（水稲・施設・露地・果樹）

湿度

防災・減災
（水監視・施設監視）

鳥獣害
（罠監視）

ボックス型
温度センサー

LAS-603

水位／水温
センサー
LP-01

プローブ型
温度センサー
LAS-604V2

CO2温湿度
センサー

LAS-302V2

防滴温湿度センサー
NLS-LW02-41

あぐりログ
ログBOX-V4

防水温度センサー
NLS-LW02-21

防滴温湿度センサー+
ラジエーションシールド
NLS-LW02-41(RS)

日射センサー
NLS-LW02-42

大気温湿度センサー
NLS-LW02-47

雨量センサー
NLS-LW02-48

土壌水分
温度ECセンサー
NLS-LW02-52

土壌&ECセンサ
LSE01

わなベル®
WB01

交流電流センサー
NLS-LW02-49

直流電流センサー
NLS-LW02-50

冠水センサー
LP-01-F

圧力式
水位センサー

LP-01-L

小型WBGT
トランスミッタ

TC-793-3-
LW-X-57

目的・用途によって
様々なサービス提供者
の機器を調達・契約す
る必要がある

サービス提供者が、利用者の目的・用途に適した
様々な機器を提案・提供することができる

共通基地局
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データの掛け合わせと利活用

単一データ・単一目的での使用
～従来のスマート農業農村の方式～

複数データ・多用途での活用
～IIJが推奨する方式～

水田の
水位データ

水田の水管理

用水路の
水位データ

越水の防止

農家の
作業データ

農作業の効率化

一つの目的を達成することはできる
がそれ以上の拡がりがない

水田の
水位データ

用水路の
水位データ

地域の
気象データ

機場の
運転データ

農家の
作業データ

データ収集・分析基盤

水田の水管理 越水の防止 農作業の効率化

収穫期の予測
病害発生の

予察
農業用水の
効率的配水

道路冠水の
予察・検知

複数のデータを掛け合わせることで
さらに幅広い分野に活用することができる
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中山間地域におけるスマート農業活用事例①
壮瞥町
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多彩な農業の多岐にわたる課題を解決～中山間地域のDX推進～ 【北海道・壮瞥町様】

地域プロフィール

地 域 デ ー タ

総面積 20,501 ha

水田 310 ha

畑地 1,170 ha

総人口 2,743人（ 1,170世帯）

農家戸数 125 戸

作付上位品目

米（113ha ）
小麦（117 ha）
ブロッコリー（94 ha）
トマト（6 ha）

一般会計規模 42.46億円

農林水産費 2.73億円

地域区分 特定農山村地域，過疎地域

地 域 の 概 要

北海道有珠郡壮瞥町は、胆振総合振興局の西部に位置し水稲、畑作、果樹、畜産など多種多様な農業が盛んな中山間

地域であり、また、洞爺湖、有珠山、昭和新山そして温泉など豊富な天然資源に恵まれた農業と観光の町である。一方

で、深刻な担い手不足などを抱えており、令和２年度からの９年間は「第５次壮瞥町総合計画」に掲げた４つの柱の１

つである「元気な産業のまち」を基に町の主要産業である農林業の振興に取り組んでいる。

壮瞥町
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多彩な農業の多岐にわたる課題を解決～中山間地域のDX推進～ 【北海道・壮瞥町様】

地域の認知していた課題
小規模で多彩な農業が特徴の壮瞥町では、担い手不足により農家が管理する圃場や水利施設は広域化し、見回りにか

かる負担が増加していた。その影響で鳥獣害対策に手が回らなくなり、被害が拡大していった。問題が多岐に渡り、投
資も多額になるため、課題解決の糸口を模索していた。

■農業の担い手が減少し、点在する水田の管理が大きな負担に

複合経営の生産者が多く、単一圃場の面積が水田で平均30a程度と狭く、圃場が点在し

ている。一方で、人口減少や高齢化などに直面し、深刻な担い手不足に悩んでいた。圃場

見回りや頭首工やファームポンドといった水利施設の管理が大きな負担となり、他の作業

を圧迫していたため、地域住民から水管理の省力化を求める声が上がっていた。

また、壮瞥町内の水田では、突然、穴が開いて水位が低下する現象が発生していた。

この“壮瞥穴”による水抜けは、圃場を見に行くまで気付かないため生産者は頭を悩ませて

いた。

■エゾシカによる食害は果樹生産に大きな影響を及ぼしていた

エゾシカによる被害が多く、大きな問題となっていた。果樹園では、樹皮を食害し樹木

を枯死させるため、収益に大きな影響を及ぼしていた。狩猟者の高齢化・後継者不足によ

り見回り時間の確保が難しく、電気柵等の維持やメンテナンスも必要なため、効率的な捕

獲による鳥獣被害の減少は喫緊の課題であった。
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取り組みを進める中で、新たに顕在化した課題
壮瞥町とIIJは、地域の抱える課題解決への取組みとして、ハード・ソフト両面での体制づくりを進めた。その途上、

ワークショップ等を通じて地域住民の方々とも会話をする中で、IIJが状況を取りまとめて分析したところ、さらに深い
課題が顕在化した。

■町内に気象センサーがなかった

壮瞥町では隣町のAMeDASを参考にしていたが、町内の中心部からは

10㎞程度離れている。実際の降水量や気温、風速などは天気予報とは感覚

的には異なっていると感じていたため、町内に気象センサーを設置し比較

検討を求める声が上がった。

■温泉ポンプの遠隔監視

壮瞥町では温泉水をハウス栽培や町内の学校・病院・温泉施設等で広く

活用し、町の重要なインフラ機能となっている。しかし、温泉ポンプの制

御や停電時の稼働状況の確認等に、多大な人的コストを要していた。そん

な折、ICT技術を使って遠隔監視ができないかという要望が上がった。

■スマート農業の波は施設栽培にも

山間部のオロフレ団地では、温泉熱を利用したハウス栽培による“オロ

フレトマト”の生産が盛んである。冬場のトマト栽培は外気温が低いため

温度管理はシビアであり、見回りにかなりの労力を要していた。加えて、

場所ごとに環境条件は異なるため、ハウスごとの環境を正確に把握するた

めにもスマート機器の導入が求められていた。

多彩な農業の多岐にわたる課題を解決～中山間地域のDX推進～ 【北海道・壮瞥町様】

AMeDAS

壮瞥町役場洞爺湖

内浦湾

有珠山

約10km
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多彩な農業の多岐にわたる課題を解決～中山間地域のDX推進～ 【北海道・壮瞥町様】

課題解決へ向けた取り組み①
波及する様々な課題と多大な対策コストに悩まされる中、壮瞥町はICTに着目し、町内の通信インフラの整備とそれぞ

れの課題に適した設備や機器を導入した。導入物は省電力かつ低コストとなるようにデザインされており、遠隔での監
視・観測機能を基本とすることで、大きな課題となっている見回りコストの低減策として期待できる。

LoRaWAN基地局＋屋外ソーラーキット 温泉ポンプ 信号取得装置気象観測システム

• 基地局を高台の研修施設と山間部の
2ヵ所に設置することで、湖畔の対岸
エリアや山間部の団地にも電波が到達
し、町内広範に効率よく通信環境を整
備することができる。

• 屋外ソーラーキットを使用することで
電源のないエリアでも基地局を設置す
ることが可能となる。

• 温泉ポンプの制御盤に電流 / 電圧量を
計測するセンサーを取り付けた。制御
盤の電流量から温泉ポンプの稼働状況
を知ることができるので、停電時の見
回りが不要となる。

• 制御盤を変更することなく後付けセン
サーで対応できるため、低コストで遠
隔監視という機能を追加することが可
能となる。

• 気象センサーを壮瞥町内に新設すること
で、気象状況をより正確に把握できる。

• 測定項目は温度、湿度、日射量、風速、
大気圧、雨量など。用途に応じて項目を
拡張することもできる。

• 壮瞥町で栽培したことがない作物で新規
就農を希望する方がいる場合でも、気象
条件に応じて適切に農地を紹介すること
が可能となる。
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課題解決へ向けた取り組み②

水田センサー
ハウス内環境モニタリング装置・

温湿度センサー
罠センサー・静止画カメラ

• 各水田に設置することで、分散した圃
場の水位と水温を遠隔監視できる。

• これまで毎日2~3時間かけていた圃場
の見回りを週1回程度に減らすことが
可能となる。

• 壮瞥穴による水位減少などの異常を早
期に発見し、対処することができる。

• トマト用ハウス内に複数の温湿度セン
サーと環境センサーを設置した。環境
センサーではCO2濃度、土壌温度日射
などを測定している。

• トマト作りに欠かせない温度の監視を
遠隔でできるので、見回りの頻度を減
らすことができる。

• 同ーハウスでの温湿度の差も細かく知
ることが可能となる。

• くくり罠の作動を検知するセンサーを導
入した。検知時に罠を確認しに行く運用
にすることで、見回りの頻度を減らし、
その分罠の数を増やすことができる。

• 静止画カメラは囲い罠の監視として導入
した。こちらも罠の見回り頻度を低減す
ることができる。

多彩な農業の多岐にわたる課題を解決～中山間地域のDX推進～ 【北海道・壮瞥町様】

波及する様々な課題と多大な対策コストに悩まされる中、壮瞥町はICTに着目し、町内の通信インフラの整備とそれぞ
れの課題に適した設備や機器を導入した。導入物は省電力かつ低コストとなるようにデザインされており、遠隔での監
視・観測機能を基本とすることで、大きな課題となっている見回りコストの低減策として期待できる。
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多彩な農業の多岐にわたる課題を解決～中山間地域のDX推進～ 【北海道・壮瞥町様】

整備した情報通信環境
省電力・低コストな通信規格であるLoRAWAN基地局を高台の研修施設と山間部に設置することで湖畔の対岸エリア

やオロフレ団地にも電波が到達し、効率よく町内広範に通信環境を整備することができた。水田・水路等水位センサー
や気象観測システム、ハウスモニタリング装置等のデータ活用や鳥獣獲得検知・囲い罠遠隔監視カメラ等の活用により、
自動化・省力化が実現できることを確認した。

整備した機器類 LoRaWAN基地局による通信カバーエリア

LoRaWAN基地局 2基 センサー情報の集約

水田センサー 31台 水田の水位/水温の測定

水位センサー 2台
頭首工、ファームポンドの
水位の遠隔監視

罠センサー 9台 くくり罠の遠隔監視

静止画カメラ 1台 囲い罠の遠隔監視

ハウス内
環境モニタリング装置

2台

ハウス内の環境測定
（測定項目）温度、湿度、
CO2濃度、日射量、土壌水分、
地温、EC

ハウス内
温湿度センサ－

18台
ハウス内の環境測定
（測定項目）温度、湿度

気象観測システム 4台

町内気象センサーの設置
（測定項目）温度、湿度、日
射量、風向風速、10分間雨量、
大気圧など

温泉ポンプ
信号取得装置

2台
集落排水ポンプ及び
温泉ポンプ制御盤の遠隔監視

●基地局 ■町役場 ▲機器類設置箇所
※おおよそのイメージであり、正確な位置を示したものではありません

▲
▲

▲

▲

▲▲
▲

▲

▲▲ ▲
▲▲ ▲▲

▲

▲

▲▲

オロフレ団地

洞爺湖

*2023年10月現在
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多彩な農業の多岐にわたる課題を解決～中山間地域のDX推進～ 【北海道・壮瞥町様】

課題解決へ向けた取り組み
多岐にわたる課題を解決するために、役場全体で事業を推進していく体制と生産者の声を拾い上げる仕組み作りに着

手した。複数の課が気軽に意見交換できるようにすることで、分野を跨いだ課題へ多角的に取り組むことを目指した。
また生産者の意見を募ることで、より地元のニーズに則した試行調査を行うことが可能となる。

町長をトップとした体制づくり

町長をトップとし産業振興、総務、建設を中心とする体制を整

備した。課題の洗い出しや情報通信機器のニーズ確認、基地局設

置場所の調整などにおいて、部署間の連携を強化することでス

ムーズに計画を推進した。

住民ワークショップによるニーズの調査

日ごろから生産者の声を取りまとめている「核」となる方々を

選定し、各技術に対してメリット・デメリットに関する率直な意

見交換を行った。情報通信機器を本格導入する前に、実際に農業

者・行政で使用感を確認するため試行調査も実施した。

＋
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多彩な農業の多岐にわたる課題を解決～中山間地域のDX推進～ 【北海道・壮瞥町様】

活用した予算
第５次壮瞥町総合計画（令和２年～11年度）では「１．元気な産業のまち」を施策の４つの柱の１つに掲げ、町の主

要産業である農林業の振興に取り組んでいる。令和3年度からは農山漁村振興交付金を活用し、町内広域をカバーする省
電力・低コストな通信環境の整備やスマート農業機器の導入を行った。

参照：https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/jouhoutsuushin/attach/pdf/jouhou_tsuushin-10.pdf


